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名城大学薬学部同窓会

令和7年3月12日発行
開催が決定した時点で

同窓会ホームページに掲載いたします。

城薬38号　目　次

同窓会事務局：〒468-8503　名古屋市天白区八事山150
　　　　　 　　FAX：052-837-0545
　　　　　 　　E-mail：joyakuob.jimukyoku@gmail.com

ホームページ：URL　http://www.meijo-yaku-ob.jp/
卒業生情報ページ　ユーザー名：joyaku27
　　　　　　　　　パスワード：hmcm60dy

※現在、事務局職員在中時間が不定期の為、連絡はFAXまたはメールでお願いいたします。

★★★同窓会事務局からのお知らせ★★★

～ 卒 業 生 の 皆 様 へ ～

令和7年度 代議員総会
第17回名城大学薬学部同窓交流会

同封の用紙にて年会費の有効期限をご確認ください。有効期限が2024年度
までの方は、同封の専用振込用紙にて是非とも継続納入をお願い致します。

◇お問合せ先　組織強化委員会
E-mail：soshiki@meijo-yaku-ob.jp　FAX 052-837-0545

詳細は同窓会ホームページに掲載いたします。

詳細は本紙 P58、ならびに同窓会ホームページに掲載しています。

令和8年3月下旬
開催が決定した時点で同窓会ホームページに掲載いたします。

日本薬学会146年会 in 大阪

名城大学薬学部同窓会懇親会

日本薬学会145年会 in 福岡
名城大学薬学部同窓会懇親会

第58回日本薬剤師会学術大会 in 京都
名城大学薬学部同窓会懇親会

令和7年10月12日（日）開催予定

令和7年3月27日（木）開催決定

令和7年5月25日（日）同日開催（名古屋東急ホテル）

開催が決定した時点で同窓会ホームページに掲載いたします。
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同窓会会長

黒 野  俊 介

その絆を未来へ、
　　　  そしてチカラへ

（31 回生）

　令和6年6月より、同窓会会長を拝命いたしまし
た31回生の黒野俊介でございます。まず初めに、皆
様からの温かいご支援とご協力に心より感謝申し上
げます。15,000 人を超える会員を誇る本会の会長
という重要な役割を担うことになり、身が引き締ま
る思いでおります。また、この大きな責任を果たす
べく、精一杯務めさせていただく所存です。
　さて、薬学部同窓会は、会員相互の親睦を図り、
併せて名城大学薬学部の発展に寄与することを目的
としています。そこで、私は「その絆を未来へ、そ
してチカラへ」というスローガンを掲げました。この
スローガンには、私たちの同窓会の成り立ちと、未
来に向けたビジョンが込められています。私たちはこ
れからも一層強い絆を築き、会員一人ひとりがその
力を発揮できる場を提供していくことを目指してい
ます。
　本会の誕生から何十年もの時を経て、私たちがこ
うして活動することができるのも、先輩方が築き上
げてくださった絆があったからこそだと思います。そ
の絆は、学び舎で過ごした日々、共に悩み、喜びを
分かち合った仲間たちとの繋がりであり、年を重ね
てもなお、色あせることのない宝物です。私たちは、
この貴重な絆をさらに強固なものにし、次の世代へ
と繋げていかなければなりません。そのために、同窓
会の活動を通じて、より多くの会員が参加し、交流
し、支え合うことができるように努力を続けています。

「その絆を未来へ、そしてチカラへ」という言葉には、
単に繋がりを保つだけでなく、その絆を力に変えて
いこうという意味も込めています。私たち一人ひとり
が持っている能力や経験が、同窓生として繋がり合

うことで、次の時代への大きな力となると信じてい
ます。
　最近、私は会長という立場に就き、これまでの自
分では気づかなかった新たな責任や使命を感じてい
ますが、それと同時に、多くの方々の支えを受ける
ことの重要性も実感しています。立場が変わることで、
自分自身の視野が広がり、周囲との協力がいかに大
切であるかを痛感しています。私が会長としてできる
ことは限られていますが、その立場を活かし、皆様
がより一層力を発揮できる場を作り、同窓会全体を
活性化させていくことが私の使命だと考えています。
　これからの同窓会は、単に過去を振り返るだけで
はなく、未来に向かって何ができるのかを考え続け
なければなりません。特に、若い世代の会員が増え、
彼らが活躍できる場をどのように提供するかが重要
な課題です。オンラインの活用、SNSでの情報共有、
または新たなコミュニティの形成など、これからの時
代に即した同窓会活動を進めていきたいと考えてい
ます。
　同窓会の活動は、ただの懐かしい集まりに留まる
ものではなく、会員同士が未来に向けて手を取り合
い、共に成長していく場であるべきだと考えています。
これからも、会員の皆様がより深い絆を感じ、そし
てその絆が力となり、社会に貢献できるような活動
を推進していきたいと考えています。
　最後に、皆様のご支援とご協力なくしては、同窓
会の発展はありません。今後とも、より多くの方々
が参加し、共に歩むことのできる同窓会を作り上げ
ていきたいと思っております。どうぞよろしくお願い
申し上げます。
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薬学部長

神 野  透 人

４年間を回顧して

　名城大学薬学部同窓会の皆様おかれましては益々
ご健勝のこととお慶び申し上げます。

　2024年度は、薬剤師国家試験2年連続合格率全
国1位という、大変素晴らしい、また誇らしい成果
とともに1年のスタートを切ることができました。新
型コロナウイルスと季節性インフルエンザウイルスの
同時流行など、相変わらす感染症の話題は尽きませ
んでしたが、学生生活や学部運営に大きな影響を及
ぼすことなく、無事1年を終えることができました。

　同窓会の皆様との交流という点では、4月12・13
日に開催された新入生ミキサーで、コロナ禍前と同
様に、明山荘で車座になって夜遅くまでお話しさせ
ていただく機会に恵まれ、9月22日に埼玉県さいた
ま市で開催された関東支部同窓会では、黒野新会長
からお誘いいただき、懇親会のみの参加ではありまし
たが関東支部の皆様と親睦を深めることができました。

　一方、薬学部の近況としては、本年度から京都大
学高等研究院 森 和俊特別教授を本学部の特任教授
としてお迎えし、学部学生に対して「研究マインド」

を植え付けていただくとともに、大学院生や若手教
員と研究交流の場を設けていただきました。さらに、
国立医薬品食品衛生研究所との連携協定に基づく大
学院が本格的に始動し、研究の推進、更なる活性化
を企図した特任助教制度の創出も行いました。これ
らの一連の取り組みを通じて、名城大学薬学部で学
ぶ皆様の後輩達が、創立100周年後の目標として本
学が掲げる「創造型実学」の一翼を担い、薬剤師と
して大輪の花を咲かせてくれることを願ってやみませ
ん。

　振り返れば、2021 年 4 月に灘井雅行先生の後任
として学部長を拝命して依頼、お陰さまで2期4年
間にわたる職責を無事果たすことができました。これ
もひとえに、同窓会会員の皆様方のご支援、ご鞭撻
のお陰と、心から感謝申し上げます。18歳人口の減
少傾向と薬剤師の将来にかかる不透明感が相まって、
今後、薬学分野は厳しい舵取りを迫られるやもしれ
ません。しかし、名城大学においては、薬学部と薬
学部同窓会、名城薬学後援会が一体となって、70
年余の輝かしい歴史が繋がれていくことを祈念して、
私からのご挨拶とさせていただきます。



◇会　　　場：名城大学薬学部　新1号館7階　ライフサイエンスホール

◇申　込　み：〒468－8503　名古屋市天白区八事山150　名城大学薬学部卒後教育委員会
　　　　　　　TEL 052－832－1151
◇問い合わせ先：早川　伸樹（内線2178：hayakan@meijo-u.ac.jp）
　　　　　　　　黒野　俊介（内線3354：kurono@meijo-u.ac.jp）
◇受講料（３日間）：［本学卒］6,000円　　［他大学卒］8,000円
　　  　　　　　　（１日だけの受講・分割受講は設定いたしません。あしからずご了承下さい。）
◇定　　　員：250名（定員になり次第、締め切らせて頂きます）

◇申込期間：2025（令和7）年3月19日（水）～5月15日（木）

日本薬剤師研修センター研修認定について：1日2単位（申請中）
・事前に、PECS（薬剤師研修・認定電子システム）に個人情報登録（新規登録）が必要です。研修会当日に
　は、下記を必ず持参してください。
・PECS（薬剤師研修・認定電子システム）に個人情報登録した後、PECSより表示されるQRコード
　（QRコードは印刷してお持ちください。QRコードを読取装置に提示し読み取らせます。受講受付時と受講
　　終了後の2回の読取りが必要です。時間に余裕を持ってお越しください。）
・懇親会の開催はございません。

卒後教育委員会（薬学部･薬学部同窓会共催）

講演１（9：30～11：00）

5月18日

（日）

7月13日

（日）

今からでも遅くない？有機化学反応と医薬品構造の理解

　　　　名城大学薬学部 分子設計化学研究室
　　　　　　　　　　　　　　教授　坂井　健男　先生

精神科における精神療法の実際：症例を通して薬物療法
との相補的な関係を考える

　名古屋大学大学院 医学系研究科 精神疾患病態解明学
　　　　　　　　　　　　特任教授　尾崎　紀夫　先生

講演２（11：10～12：40）

感染症医の臨床業務、そして感染症診療に携わる
病院薬剤師に求められる能力とは？　～薬剤師の卒後
研修を考える～
　　　　藤田医科大学医学部 感染症科
　　　　　　　　　　　　　　教授　本田　　仁　先生

6月15日

（日）

心臓外科の最前線

　愛知医科大学医学部 心臓外科
　　　　　　　　　　教授（特任）　綿貫　博隆　先生

最新のがん薬物療法～分子標的薬、免疫チェックポイン
ト阻害薬を中心に～
　　　　名古屋大学医学部附属病院 薬剤部
　　　　　　　　　　　副薬剤部長　宮崎　雅之　先生

パーキンソン病の病態と治療（仮）

　藤田医科大学岡崎医療センター脳神経内科
　　　　　　　　　　　　　　教授　伊藤　信二　先生

学内に駐車スペースが全くありません。公共交通機関をご利用下さい。

◇申し込み方法：Webによる申し込みのみ受け付けております。当日の申し込みはありません。
　　　　　　　・名城大学薬学部同窓会ホームページ　下記URLよりアクセスしてお申し込み下さい。
　　　　　　　　URL  http://www.meijo-yaku-ob.jp/
　　　　　　　・名城大学薬学部のホームページの「社会活動」からも同窓会ホームページにリンク
　　　　　　　　しております。
　　　　　　　・Webによる申し込み受付の完了後、受講料の振り込み方法についてメールでご連絡
　　　　　　　　致します。

2025（令和7）年度  卒 後 教 育 講 座  《日程ご案内》 【本年度は３回開催します】
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同窓会年会費ご協力のお礼
同窓会会長　黒　野　俊　介

◆年会費・納入方法◆
本誌同封の専用振込用紙
に必要事項を記入の上、
お振込みくださるようお
願いします。

〈 年　会　費 〉
1 年分　  2,000 円
3 年分　  5,000 円
7 年分　10,000 円

（卒業後 3 年間免除）

　日頃は同窓会活動にご協力いただきありがとうございます。
　今年も同窓会誌「城薬」で 1年の活動、大学の様子、お知らせなど
を皆様のもとにお届けすることができました。活発で円滑な同窓会活
動は皆様方のご協力とご支援あっての事と感謝いたしますと同時に役
員一同安堵の気持ちで一杯です。今年も年会費を納入していただき、あ
りがとうございました。皆様からお預かりした年会費は、同窓会活動
の源です。卒業生のために、また在校生のために有意義な同窓会活動
を企画・運営していくため、今後とも年会費のご納入を宜しくお願い
致します。

※同封の用紙にて年会費の有効期限をご確認ください。有効期限が 2025 年度までの方は、同封の専用振込用紙にて是

非とも継続納入をお願い致します。

◇お問合せ先　組織強化委員会　E-mail：soshiki@meijo-yaku-ob.jp　FAX 052-837-0545

　◇ 編 集 後 記 ◇

　今号の特別企画として、日本薬剤師会岩月進会長にご登場いただきました。学生時代の思い出から、それぞれの

ステージで活躍する同窓生、これから活躍する薬学部生への激励まで熱くお話しくださいました。また、冒頭では

同窓会黒野俊介新会長が「その絆を未来へ、そしてチカラへ」のスローガンとともに、同窓会の未来を示していま

す。2024年度に新しくリーダーになられたお二方からのメッセージをどうぞご覧ください。

　さて、次回の同窓懇親会は2025年５月25日（日）の予定です。同窓生の横のつながりだけでなく縦のつながりも

強くし、絆を深めるまたとない機会となります。次号城薬第39号では、同窓会の皆さまの笑顔がたくさん掲載でき

ることを願っています。同窓会会員の皆さまのご活躍を心よりお祈り申し上げます。

2025 年 3月　　川　口　秀　人

同窓会会費（入会金）ご協力ありがとうございました

同窓会会費（入会金）納入のお礼

同窓会会長　黒　野　俊　介

　令和６年４月新入生及び在校生御父兄各位に同窓会会費の納入をお
願い致しました処、早速のお払込みを賜りました。
　お礼旁々まずはご報告申し上げます。

令和７年１月

同窓会年会費ご協力ありがとうございました
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株式会社  勝川薬局
代表取締役　松浦　隆 （昭和58年度卒）

近藤慎子 （昭和56年度卒 旧姓服部）
稲垣　渉 （平成8年度卒 旧姓杉田）
長谷川美那子 （平成26年度卒 旧姓伊藤）

在宅介護支援・健康サポート薬局

創業1855年

かちがわ薬局

〒486-0846  愛知県春日井市朝宮町2-14-6
　　　　　　　（アオキスーパー向側）
■TEL 0568-31-3592　FAX 0568-31-1463
■営業時間／9：00～20：00
■定休日／元日と2日
　　　　 （日・祝日は在宅業務のみ）

各種病院・医院の院外処方箋の受付のみならず、介護施設の
患者様の受け入れも積極的に取り組んでおります。
日頃より、地域の皆様の健康づくりのお役に立てますようス
タッフ一同精進しております。
お薬のみならず、病気予防・美容の悩みなどお気軽にご相談
ください。

かちがわ薬局

検索http://www.kachigawa-pharmacy.com
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広 告 掲 載 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た

同窓会誌「城薬」第38号への広告お礼 同窓会会長　黒　野　俊　介

謹啓　早春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき、厚
くお礼申し上げます。
　さて、この度は、「城薬」第 ３8 号に広告協賛をいただき、誠にありがとうございます。現在、名城大学
薬学部同窓会では同窓生の経営・勤務する会社及び薬局、団体等に限定し広告募集をさせて頂いておりま
すが、今回も数多くのご応募を頂くことができました。
　今後とも同窓会活動にご支援・ご協力いただきますよう、宜しくお願い申し上げます。

謹白

　ご協力いただきました会社様並びに薬局様には重ねてお礼を申し上げるとともに、以下のように会社名
並びに薬局名を掲載させていただきます。

令和 7 年 3 月吉日

※広告及び会社名の掲載順は、カラー、白黒、原稿の大きさ、申込み順になっております。【広告掲載会社一覧】（敬称略）

☆ 次回の広告募集につきましては、後日、ホームページにて掲載いたします。☆

会社名・掲載ページ 会社名・掲載ページ

株式会社スギヤマ薬品 98 たんぽぽ薬局株式会社 99

株式会社メディカル一光グループ 100 中部薬品株式会社 101

キョーワ薬局株式会社 102 株式会社ファインメディカル 103

クオール株式会社 104 スギホールディングス株式会社 105

天野商事株式会社 106 株式会社ファーマスター 106

株式会社アマノ 107 株式会社サンドラッグ 107

さんあい薬局株式会社 108 I&H株式会社（スギ薬局グループ） 108

株式会社勝川薬局 109 株式会社クリエイトエス・ディー 109

株式会社セイフフィールド 110 ウエルシア薬局株式会社 111

株式会社薬正堂 111 ウォルナットファーマシーズ株式会社 111
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